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〈行政、他団体との協調・協力〉

〈災害緊急時の支援活動〉

〈建築相談〉

〈教育サポート・建築とこどもたち〉

〈設計者選定サポート〉

〈まちづくり・防災まちづくり支援〉

〈価値ある建物の保存・再生〉
〈文化財保護に関する情報提供
                                                ・相談窓口〉
〈住まいに関する情報提供
                                                ・相談窓口〉
〈福祉に関する情報提供・相談窓口〉
〈環境に関する情報提供・相談窓口〉

〈マンション建替えサポート〉
〈インターンシップ受入〉
〈卒業設計コンクールの企画運営〉

共益・公益

〈若手会員のフィールド・活性化〉

〈協力会員のフィールド・交流〉

公益［継続的事業］
〈災害緊急時の支援活動のサポート〉
〈復旧・復興に向けた支援〉

管理・運営

〈支部会計の執行と管理〉

〈支部HP・メルマガの管理〉

〈顕彰運営
               ・関西建築家大賞＆新人賞〉

〈会員に対する苦情対応〉

〈支部役員選出・選挙管理〉

〈支部大会の企画運営〉

地域会

〈CPD/実務訓練プログラムの運用〉

会
員
役
部
支

会
員
委
置
常

会
究
研

(

会
員
委
業
事

)

会
部
・

会
域
地

議
会
略
戦
化
性
活

〈新製品開発〉

大 阪 地 域 会
地 域 会

共 益 事 業 ユ ニ ッ ト

正会員に対し各協力会員企業の
商品紹介と技術提供を行ってい
ます。また正会員主催のイベン
トに協力会員基金を拠出してい
ます。

日本中で地震、水害などの危
機に曝されている現在、災害
発生時の緊急対応、復旧、復
興の支援活動、そして防災、
減災の視点からも全国ネット
ワークを生かした活動などで
建築家として社会的役割を果
たすと共に知見を高めること
が目的です。

会員増強、維持、退会防止及び
会員入会の資格審査が主な活動
となります。近畿支部での各種
進行役や新入会員ガイダンス資
料作成も行っています。

一般・会員・建築関係者の方々
に向けて「アピールする広報」
「情報伝達をスムーズにする広
報」をメルマガ、ＨＰ、ＦＢで
発信しています。

近畿支部建築家を対象とした
優れた建築作品を顕彰する関
西建築家大賞、及び45歳以
下の建築家育成と発掘のため
「関西建築家新人賞」を設置
し隔年で実施しています。

まちづくりをテーマに活動
をしています。講師を招い
ての市民大学講座の開催や
洲本市炬口地区で住民や学
生達と地域起こしに取り組
んでいます。

常に流動的で、能動的な活
動主体です。発案者が担当
者、他は協働者となりま
す。近代建築、文化・伝統
建築、子供教育、街の緑や
環境が現在の対象です。

歴史文化を活かしたまちづくりをテーマとして、「景観ま
ちづくりフォーラム」を開催。これまでの間、近江八景で
知られる堅田・粟津晴嵐、比叡山延暦寺の門前町・坂本、
大津町屋が数多く残る京町周辺、城下町として栄えた膳所
本町にて、まち歩きや歴史博物館館長による講演会などを
実施してきました。建築家の職能をまちづくりに最大限活
かすべく、大津市から景観整備機構の指定を受けるなど、
行政との連携強化に取り組んでいます。

大阪地域会は近畿支部の中で最後の地域会として、2015
年度より活動を始めました。大阪地域会ではまずは会員
相互の交流を深めるため、2016年度より「建築サロン」
を開催し、ベテランから新人まで肩の張らない交流を図
っています。2017年度からはいよいよ協力会員の募集も
開始し、会員交流ばかりではなく行政、建築関連業者、
市民、学生などを巻き込んで、地域会ならではの地域に
根差した活動を活発に行っていく予定です。

大和は国の”まほろば”
”まほろば”とは、素晴らしい場所のこと！奈良県と
いう場所と、そこに同化した建物群。私達、奈良地
域会所属の正会員と準会員は、守るべき環境を十分
に認識し、そこに力点を置いた、地域密着で活動を
しています。

和歌山地域会では南海トラフ巨大地震が起きた際に発生
するであろう津波に備えるために和歌山県の沿岸部ほぼ
全域の避難地形時間地図（通称逃げ地図―津波の浸水域
の外まで、高齢者がゆっくりと歩行して辿り着ける時間
を3分ごとに色分けし、避難時間を可視化した地図）を作
成しました。今後はこれを基にして自治会などの小さな
単位で住民の方と共に地元の詳細な情報を盛り込み実際
の避難に役立つ逃げ地図の作成ワークショップを開催し
ていく予定です。

京都地域会は、総務委員会、事業委員会、行政等連帯活動
委員会、広報委員会、建築と子供たち委員会、特別委員会
の６つの委員会で構成されています。公益活動を紹介しま
すと、「見学会」や隔年開催の「建築家作品展」。京都市
をはじめとする「行政等連帯活動」。創造豊かな人材育成
と市民交流を目的とする「建築と子供たち」。京都で培わ
れた伝統的建築工法と現代の建築技術との評価基準を考え
る「木の文化都市 京都:伝統とモダンと」が主な活動です。

兵庫地域会では、建築家の講演会・対談を行う「アーキ
テクツサロン」、小・中学校への建築の出前授業を行う
「すまいまちづくり育成塾」、古い建物の再生のあり方
について考える「ひょうご歴史的建築物セミナー」、特
定の地域でそこにお住いの方や学生とともに地域の課題
を考える「地域・まちづくり事業」の４つの活動を中心
に行なっています。また、県内の建築他団体や行政機関
とも連携し、兵庫県内の建築文化向上に努めています。

福祉を深く理解すると共に、得た知
識の社会への還元や教化を通して、
より一層の福祉社会の実現をめざし
ます。活動の三本柱として、自己研
鑽、社会奉仕(還元)、社会教化(啓発)
をベースに活動しております。

設立当初は分譲マンションの
維持保全を行う管理組合の応
援をしてきました。現在は建
物全般の維持管理について一
般の方々と共に研究を続けて
います。

歴史を知る。文化的まちな
みに佇む。先人の技から学
ぶ。これら精神のもとすぐ
れた伝統～近現代建築なら
びに建造物群の保存と活用
について研鑽しています。

井上 久実 近畿支部長メッセージ
昨年は大阪で初めてのJIA建築家大会を開催いたしま
した。建築家だけでなく、産・官・学・民の様々な立
場の皆様から、元気で豊かな『生きる街』として、大
阪を始めとする地方都市の復活を考える機会を持つこ
とが出来ました。そして、建築家一人一人が強い意識
と決意を持って、社会に発信し続けることが大切であ
ると改めて認識いたしました。

　社会を取り巻く状況が目紛しく変化している現在、我々建築家に期待さ
れる職能と果たすべき役割は多様化しています。グローバル化しつつある
社会の中で、地域と社会により強く根ざしたコミュニティアーキテクトと
しての活動が求められており、それに柔軟に応えていかなければなりませ
ん。また、調査や提案、災害対応などにおいてしっかりと役割を果たせる
よう、自治体をはじめとする他団体との関係強化に取り組みます。
　更に、我々の活動を次の時代に繋げるために、建築家の存在、役割、魅
力を社会に発信し続けてまいります。

業務環境を改善し、行政や他団
体との協定のもと公益的活動を
担い、建築家の資質向上と社会
的地位の確立を目指します。
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都市デザイン研究会 保存再生部会

正会員、市民会員合わせて
約120名で活動していま
す。月に1度(年12回)の例
会に加え、作品展、相談
会、書籍出版など充実した
活動を行っています。

住宅部会大阪建築部会

大学と連動した建築家教育
を目指し、特に卒業作品を
近畿支部建築家により表彰
し、「JIA 全国学生卒業設計
コンクール」に近畿支部代
表として推薦しています。

建築教育研究会建築交流部会

福祉部会 建物メンテナンス研究部会

次代を担う若手建築家が自ら
の視点で先駆的な事業を計
画、実行し、さまざまな活動
を通じて情報を共有、発信し
ています。

青年委員会 協力会員委員会 災害対策委員会

国際交流、建築情報の交換な
どを目的に様々な活動を行っ
ています。協定関係のある
国々と、毎年「日韓中若手建
築家によるワークショップ」
開催しています。
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建物メンテナンス研究部会
建 築 教 育 研 究 会

大阪建築部会

ブランド建材開発研究会

旧事業委員会を継承した建
築交流部会は、会員および
一般にむけて建築見学会や
講演会を実施するとともに
部会員での情報交換と親睦
を行っています。


